
１．学校の教育目標

　聖く美しい心を理想に…

何ごとも心をこめてやりとげる子

いつも明るい歌声を絶やさぬ子

どんなことにもくじけぬつよい子

２．今年度の重点的に取り組む目標・計画

⑴ 園の教育目標、教育方針をもとに指導計画を作成し協議を行う

⑵ 色々な遊びや体験をしながら基礎的な生活習慣を身につける

⑶ 野菜などの栽培を体験・観察をしながら興味を持ち「恵みに感謝」し食育を学ぶ

⑷ 異年齢の子どもたちとの活動を積極的に行い「やさしさ」の育成を図る

⑸ 地域の方々との交流や、施設訪問等でお年寄りと交流し「おもいやり」を育む

⑹ 文化学習を取り入れ、日本の文化・伝統を大切にする心を育成する。

⑺ 支援を必要とする子ども達の保育内容の充実を図る

⑻ 園を開放し、地域の方々や保護者等に園活動への理解・協力を図る

⑼ 子育て支援の充実を図る

３．具体的な取り組み

　園の教育目標、教育方針の計画・協議 　　本園の教育目標、教育方針について共通の理解を持ち、子ども達の日々の保育活動や

　各行事の計画等、学年の繋がりをふまえ指導計画を作成

　教育目標、教育方針に基づく教育 ①いろいろな遊びや体験を通じて<学ぶ意欲><豊かな心><健康な身体>など総合的な力を育成する

以下の活動を行いながら、一人一人の子どもの成長を把握し、自立心・協調性を養い思考力

の基礎を育んでいる。

【知育教育】 数・文字遊び、辞書遊び、自然観察で思考力の基礎を身につける

【英語教育】 歌やﾘﾄﾐｯｸ、簡単な英語での会話を楽しみ、国際理解を深めている

【体操教育】 体操（マット、跳び箱、鉄棒、平均台、エアーマット等）、縄跳、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ﾌﾟｰﾙ活動を行い体力や運動能力の向上を目指す。

【文化学習】 昔あそび、お習字、お琴、お手前、そろばん、将棋等々の古くから伝わり

大切にされている文化・伝統にふれ豊かな心を育む

【物づくり体験教育】

野菜作り、お米の栽培、陶芸教室、泡遊び、手作りおもちゃ等様々な物づく

りを通して発想・発見する力を育てる

②様々な体験・観察をしながら興味を持ち食育の大切さを学ぶ

多種の食物を栽培・観察を行い、育てる楽しさを経験し食べ物の大切さを学ぶ。

また、成長過程を観察することから科学（成長）的思考力を育成する。

・野菜の栽培…ミニトマト・トマト・きゅうり・なすび・オクラ・えんどう豆等

・米作り…田植え・かかし制作・稲刈り・はぜかけ・脱穀をし、収穫を喜ぶ会を実施

③やさしさ・おもいやりの育成

・異年齢の子ども達と様々な行事（入園式・対面式・七夕・夏祭り・ハロウィン・つなひき

　大会・お誕生日会等）を通じて触れ合い、「やさしさ」や「おもいやり」を育む教育に努

　める。

④文化学習を取り入れ伝統を学び活動を愛する心の育成

年中は、伝承あそび・わらべうた・墨絵、年長では、お習字・お手前・お琴・そろばん・昔

遊び等を取り入れている。

⑤ 敬老の日に向け、お年寄りへの敬老はがきを作成し投函する。

⑥　 伝統文化に触れ日本文化を愛好する心を育てる。

⑥ 年長では、親子で竹馬を制作し親子のふれあいを大切にし又、昔の知識を学ぶ機会とする。

　支援を必要とする子ども達の保育内容 　　支援を必要とする子ども達が理解しやすい絵本や教材を取り入れている。

　玩具・遊具等にも配慮をし、保護者・心理士との連携を密に取り合いながら保育を進めるよう

　努めている。

令和４年度　学校評価結果シート

誠　実

明　朗

意　志

項　　目 具体的な取り組み内容



　保護者への、情報発信や説明・協力 　　各行事・保育参観・個人懇談会等の機会を利用し、クラス運営や教育方針等を説明する機会

　を設けている。また、毎月「園だより」や「クラスだより」等を発行し、日々の保育活動の掲載

　することにより情報を発信し活動の理解に努めている。

　子育て支援の充実 ①未就園児保育（認可外保育）

　　　未就園児を対象に体験保育を企画し、遊びや体操季節感を取り入れた劇等を行い親子で楽　１・２歳児を対象に園内の保育室を利用し認可外保育施設として運営。

②体験保育・園庭開放

　　　月２回（土曜日）の園庭を開放し地域の方々に園を開放している。　コロナウイルス感染症対策のため中止

　教職員の資質向上 　コロナウイル感染を予防しながら、研修会に出来るだけ参加し職員の保育力、向上に努めた。

　園内での教職員による研修会を実施し自己研鑽に努めた。

　環境の整備 　子ども達が安全で清潔感のある環境で、コロナ感染予防も行いながら、楽しく生活が出来るよう

　美化に努めている。園庭の植物や栽培など季節に応じた環境の構成も行っている。

　施設・設備・園児に対する安全管理 　連絡ツール導入し、教職員・保護者様との連絡等がスムーズに行える。

　日々の安全点検を怠らぬよう教職員全員で意識し日々注意をはかっている。

評価の具体的な目標や総合的な評価結果

４．○自己評価（評価者数： 21 人）

Ⅰ 保育の計画性 人 人 人 人 点

Ⅱ 保育の在り方・園児への対応 人 人 人 人 点

Ⅲ 保育者としての資質と能力 人 人 人 人 点

Ⅳ 保護者への対応 人 人 人 人 点

Ⅴ 地域の自然や社会とのかかわり 人 人 人 人 点

Ⅵ 研修と研究 人 人 人 人 点

Ⅶ 特別支援教育 人 人 人 人 点

※評価結果の表示方法

100 ～ 76 十分達成している

75 ～ 51 達成している

50 ～ 26 取り組んでいるが、成果が十分ではない

25 ～ 0 取り組みが不十分である

評価に対する総評

職員の自己評価は非常に高い。職員の保育意識の高さが感じ取れる。また、日々の実践力・達成感も高いものを感じる。

またベテラン・中堅層の保育士の資質が高いため、若い保育士の資質向上に大いに寄与していると考える。研修はコロナ禍であったが、

若い先生達が積極的に参加していた。特別支援教育には、全職員が協力体制を取り、支援を要する園児に関わっていった。

５．今後に取り組むべき課題

コロナ感染がおさまる中で、行事の見直しをどう図っいくかが今後の大きな課題である。

行事の復活によって子どもたちの笑顔があふれる幼稚園を取り戻したい。また保護者参加の行事も少しずつ戻ってきたがまだまだ課題がある。

特別支援を要する園児への補助職員の不足と補助職員の負担をどうするかが大きな課題となっている。

６．学校関係者評価

　教育目標・方針について ・小学校就学に向けて必要な力がつくよう取り組んでおり、年齢に適した目標が設定されている。

・年少・年中・年長それぞれあった保育を行ったり課外学習も充実しており「誠実」「明朗」「意志」そろった

　子どもへ育っていっていると思う。

・昔からの名残も残しつつ新しい事にも挑戦でき良い教育と思う。

　教育目標 ・一人一人の個性に配慮して保育を行っており子どもも楽しく通っているので安心できた。

　教育方針 ・共働き家庭も多く、土曜保育も実施されていた。担任の先生の工夫により沢山の事と体験できていた。

　実施について ・１年間保育を通して様々な経験をさせて頂き子どもたちは日々著しい成長を遂げていると思う。

・保育時間中にDVDを見る時間を少し工夫していただけたらと思う。
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・コロナ以降縮小となった行事が小規模のままになっているのに少し寂しさを感じている。

・コロナ過の中で出来ない行事もあったが、何とか子どもたちのために体験できる行事を増やしていました。

・コロナで中止になったりもありましたがその他の行事や代案がありとても良かった。

・ご時世柄、行事もたくさんの制限があったと思いますが、その中で最大限の内容だったと思います。

　令和5年度は祖父母の方々にも参加頂ける機会が増える事を望みます。

・限られた保育時間の中で様々な行事や発表会の練習もこなしながら色々と実施して頂き感謝している。

　コロナも落ち着いた事もあり出来るようになった事も増えましたが、R5年度は、もう少しコロナ前に戻ると

　良いなと思われる。

　運営について ・コロナの急な対応、行事の変更が必要な場合にも迅速に対応して下さり、丁寧に周知してくれたので安心して

　登園出来た。

・先生方の意見を取り入れながら色々な事に取り組んでいただけたように感じる。

　時々、保護者の希望と異なる事もあった。

　教職員について ・登降園の際には、その先生も挨拶を返してくれ温かい雰囲気を感じる。

・子どもたち一人一人の話を聞き、きちんと対応されていた。また、人員が少ない中、行事ごとや保育中の写真

　撮影や準備など積極K的にしてくださいました。

・顔を合わす度、大きく笑顔であいさつして頂き気持ちが良いです。

・先生方をはじめ職員の皆様には１年間を通して本当に良くしていただいた。

　保護者対応について ・不安に思っている事や疑問にも丁寧に対応、回答してくれる。

・電話に出られない時にはコドモン（連絡ツール）を使用して連絡を下さったり、担任の先生は子どもの様子に

　ついて何かあれば報告して下さいました。

・誰々ちゃん（くん）ママ！と名前を言ってもらえるのは、とても嬉しいです。

・日々の保育中の様子や出来事等を細やかに報告頂いたりと密に連携を取って下さると感じている。

　地域との関わりについて ・コロナ以降、地域と関わる行事は縮小されていると思うので、徐々に関りを持てるような行事が行えるように

　なれば良いと思う。

・コロナ過であまり無かった印象。

　ＰＴＡ活動について ・保護者が適度に関わる事ができて良いと思いますが、大規模な園であるので活動内容をよく知らなかったり、

　疑問のある保護者の方もいらっしゃるのではと感じる。

・昨年度出来なかった行事がほとんど出来た為、準備等で会議も多く子どもたちの為に一生懸命取り組めた。

・親身に相談にのってもらいとても活動しやすかった。

・PTA会も限られた時間の中での活動になる為、より効率良く進むよう役割・分担などが明確化されていると

　良いと思った。

・コロナ前の活動を知らないままの卒園となりましたが、活動を通じて子どもたちの楽しそうな様子を感じる

　事ができました。

　その他 ・課外がある日は車が止めれないのが不便

７．財務状況

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められます

行　事


